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brillante
ブリッランテ

　イタリア語のbrillanteから、皆さんはどんなイメー

ジを抱かれるでしょうか？　何かとても素敵なもの、

キラキラしているイメージを想像できたら大正解です。

意味は、「輝かしく、華やかに、きらめいて」などにな

ります。ただし、表面だけを着飾った輝きというよりも、

内面から滲み出るような輝きの方にイメージが近いで

すね。だから派手に演奏する、というよりも、音色や

フレーズの表現をたっぷりと意識して、奏者の心の中

の喜びとか楽しさを表現することが求められるのです。

　例えば、ショパンの練習曲集第5番「黒鍵」。右手の

主旋律が一音だけ除いて、すべて黒鍵で演奏する難易

度の超高い曲ですが、ショパンはbrillanteを指定して

います。しかめっ面
つら

で弾くのではなく、笑顔で弾けた

らいいでしょうね。室内楽好きには、たまらなく愛さ

れるシューマンのピアノ五重奏曲の第1楽章冒頭も

Allegro brillante。輝かしい主題が、すべての楽器で

堂々と歌われるこのインパクトは相当なもので、よく

鳴る弦楽四重奏にさらにピアノを加えたことで、音の

厚みが半端ありません。輝きとともに、内面の充実が

たっぷりと要求される名曲です。きっと、ダイヤモン

ドのような輝きなのかもしれません。そういえば、ブ

リリアント・カットといえば、ダイヤのことでした。

楽譜を開くと、音符以外にも外国の言葉や記号が書かれていますね。
これは作曲者が、その曲を「こう演奏してほしい」としるしたもの。
この演奏記号とよばれている「文字」や「マーク」をさがして調べてみましょう。
今回は、ブリッランテ（brillante）を取り上げます。

音楽用語、今回は「ブリッランテ」。
天地　82mm   左右 155mmです。
駅ピアノでお気に入りの曲を弾いているマリオ君。
どうやら彼の心のこもったキラキラした演奏が、
聴衆の皆さんのうっとりとした表情を生み出したようです。
今回のセリフ
「brillanteな演奏って、やっぱりみんなに気持ちが届くよね」
と納得するマリオくんです。

脳と才能のイラストです。
天地　55mm   左右 83mmです。
イラスト案：
ヴァイオリンを弾く子供の前に
茨の一本道が延びていて、さらに
その先を明るく描いてください 

ヴァイオリン科でおなじみのザイツの協奏曲第２番
第 3 楽章。それまでの軽やかなメロディが 84 小節か
らは、輝かしい brillante な 16 分音符が続きます。こ
の部分、つい速度を上げてしまいがちですが、十分
に余裕を持たせて、立派に弾いてみると「輝いて」
聴こえますよ！　一方、チェロ科指導曲集第5巻には、
チェリストとしても知られたゴルターマンの協奏曲
第 4 番の第 3 楽章ロンドがあります。軽快な leggiero
で始まるこの曲最後の部分、スケールで 3 回上昇し
ていくところに、brillante の指示があります。まるで、
体操競技の最後の決めの部分を輝かしく、正確に演
奏することを求められているようで、「着地」となる
最後のコードもよく響かせたいところですね！

（発行：全音楽譜出版社）

協奏曲第2番ト長調より第3楽章（ザイツ）ヴァイオリン科
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話題の「駅ピアノ」でお気に入りの曲を弾いているマリオ君。
どうやら彼の心のこもったキラキラしたbrillante な演奏が、
聴衆の皆さんのうっとりとした表情を生み出したようです。

脳と才能 連載第16 回
酒井 邦嘉
東京大学教授・言語脳科学者

「頭脳はよいことに使えば使うほど
よいことへの能力が育ち、
高い能力の中に働かせられると益々高く働いてゆく」　

鈴木鎮一先生のお言葉を紹介しながら、その奥
おうぎ

義を科学で考えるという連載です。

才能教育研究会がめざす「才能」には、どのような意味が込められているのでしょ

うか。そしてその才能は、脳のどんな働きに支えられているのでしょう。

『鈴木 鎮一のことば集 ー 心を育てる』　p.28
（公益社団法人才能教育研究会、2018 年）より

酒井邦嘉（さかいくによし）
1992 年東京大学大学院理学系研究科博士課
程修了、理学博士。専門は言語脳科学で、人
間に固有の脳機能を研究している。主著に『言
語の脳科学』『科学者という仕事』『科学とい
う考え方』（中公新書）、『脳の言語地図』（明
治書院）、『脳を創る読書』（実業之日本社）、

『芸術を創る脳』（東京大学出版会）、『チョム
スキーと言語脳科学』（インターナショナル
新書）、『脳とＡＩ』（中公選書）、『勉強しな
いで身につく英語』（ＰＨＰ研究所）。

　前回の連載で、楽器の「練習（お
稽
け い こ

古」を「勉強」と対比させてみまし
たが、今回は「訓練」に近い練習につい
て考えてみましょう。私は小学生の頃に
ヴァイオリンを習っていて、毎回のレッ
スンは、セヴシック（1852 - 1934）の

「作品 1 － 1」という教本で始まりまし
た。セヴシック（Ševčík 「シェフチーク」
という発音の方が近い）は、チェコ生ま
れのヴァイオリニストです。この教本は、
Ａ線で四分音符の「ラシドシ」と弾くと
ころから始まり、八分音符で「ラシドシ 
ラシドシ」、そして十六分音符で「ラシ
ドシ ラシドシ ラシドシ ラシドシ」と続
く、運指の強化訓練集です。この後も無
味乾燥な音型が続き、いくらやっても達
成感が得られなかったことを覚えてい
ます。そうした訓練の効果は、「体で覚
える記憶」とか「筋肉の記憶（muscle 
memory）」などと一般に呼ばれますが、
実際は筋トレというより、脳の運動指令
を高めることだと考えられます。
　鈴木先生が敬愛されていたフランス
のヴァイオリニスト、ジャック・ティ
ボー（1880 - 1953）は、次のように
述べています。「セヴシックはまるっき
り魂のない機械的なシステムですが、
ずば抜けて精確な演奏をするヴァイオ
リニストを数多く生んできたのは疑い
のないことです。しかし本当の才能を
潰
つぶ

してきたこともまた争う余地はあり
ません。ヤン・クーベリックなどは本
物の才能を持ったヴァイオリニストで
した。セヴシック以外の教師について
いれば、大変なヴァイオリニストになっ

ていたと思います」（Ｆ・Ｈ・マー
テンス著・角 英憲訳『ヴァイオリ
ン・マスタリー　名演奏家 24 人
のメッセージ』全音楽譜出版社、
2017 年、p.15）。そうした「機械
的なシステム」は、果たして必要
悪なのでしょうか。

◇
　アメリカの名マジシャンである
アル・シュナイダー（1943 - ）は、
特定の技術をマスターする上で、
次のような 5 つの段階を経るのが
普遍的な原則だと説いています。

1）混乱（Confusion）：初めて経験す
る試行錯

さ く ご

誤の段階
2）受容（Acceptance）：技術を知っ

ただけでマスターしていない段階
3）失敗（Bungles）：やればやるほど

失敗が続く段階
4）不 満 と 倦

け ん た い

怠（Frustration and 
Boredom）：練習がつらく、つま
らなく感じられる段階

5）歓喜（Fun）：正しく自動的にでき
るようになる段階

　この中では、第 2 段階から第 3 段
階にかけてが一番の関門でしょう。よ
く考えて注意深くやればできるので、
会
え と く

得したと勘違いしがちだからです。
さらに失敗続きとなると、そこで自信
を失い、練習をやめたくなるかもしれ
ません。練習は何回やれば十分とか、
何時間すればよい、というものではあ
りません。特に意識しなくても、脳が
自動的に指令を出せるようになって初
めて、その技術をマスターしたと言え

るのです。この教えに従えば、セヴシッ
クの教本は理に適

かな

っているでしょうし、
「暗譜で弾けて初めて音楽になる」とよ
く言われるのにも、うなずけます。芸
の道は常に険しく、時に苦悩を伴うも
のですが、どれほどの鍛

たんれん

錬が必要かは
誰も教えてくれないものです。

◇
　冒頭の鈴木先生の言葉のように、「頭
脳は使えば使うほど育ち、益々高く働
いてゆく」わけですから、最後に歓喜
の段階が待っていることを信じて、ひ
たすら繰り返し練習するしかないわけ
です。さらに鈴木先生は、「私共は人間
自身の＜人間生長の原則＞を心得なく
てはならないはずである」とお書きで
す（同 p.28）。スズキ・メソードを通
して楽器をマスターできたなら、普遍
的な鍛錬の原則を心得たことになりま
すから、将来どんな道に進んでもその
原則を活かせることでしょう。

音楽用語、今回は「ブリッランテ」。
天地　82mm   左右 155mmです。
駅ピアノでお気に入りの曲を弾いているマリオ君。
どうやら彼の心のこもったキラキラした演奏が、
聴衆の皆さんのうっとりとした表情を生み出したようです。
今回のセリフ
「brillanteな演奏って、やっぱりみんなに気持ちが届くよね」
と納得するマリオくんです。

脳と才能のイラストです。
天地　55mm   左右 83mmです。
イラスト案：
ヴァイオリンを弾く子供の前に
茨の一本道が延びていて、さらに
その先を明るく描いてください 

 「苦悩を経て歓喜へ」とは、ベートー
ヴェンの有名な言葉です

協奏曲第４番より第3楽章ロンド（ゴルターマン）チェロ科


